
〇水難事故に注意－以下の事項をおうちでも話し合ってください。 

・暖かくなってきましたので、親子で川に出かける機会も増えると思います。水深が急に深くなっていることで、おぼれる事故が毎年あります。 

・危険な場所で遊んでいる子どもを見かけたら、注意する。（河川には、見た目では分からない深さのある場所がたくさんあります。） 

・子どもだけで水辺には行かせない。 

・立ち入り禁止区域、危険区域では絶対に遊ばせない。 

・雨が降りそうなときや雨が降った後は水辺に近づかせない。 

・おぼれた人がいたら、大人に知らせる。１１９番する。 

・自分一人で助けようといない。大人も道具を使って救助すること。 

 

 


